
教職フローチャート 

 
教育職員免許状を取得するまでの履修科目や手続き等についての概要は、以下のとおりです。 
次年度以降、科目編成が変更になる可能性があるため、科目の履修にあたっては、年度ごとの「資格取得科目一覧」の履修方法を

確認すること。 

 

平成３１(令和元)年度以降入学者対象 
 
 
【中・高等学校教諭一種】 

 

  科目 

 

年次 

①教科及び教科の指導法に関する科目（中：28単位、高：24単位） 

②教育の基礎的理解に関する科目（中・高：10単位） 

③道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目（中：10単位、高：8単位） 

④教育実践に関する科目（中・高：7単位） 

⑤大学が独自に 

設定する科目 

（中：4単位、高：12単位） 

⑥その他の科目 

（8単位） 

１年次 現代教育と教育理念（1） 

教育史概論（1） 

  体育（１） 

外国語（2） 

情報（2） 教職論Ⅰ（1） 

教職論Ⅱ（1） 

教育社会学概論（1） 

教育の法と制度（1）   ※1 

学校経営概説（1） 

こころの発達（1） 

学習の心理（1） 

２年次 道徳教育Ⅰ（1）※2 

道徳教育Ⅱ（1）※2 

  体育（１） 

日本国憲法（2） 

 総合的な学習の時間の指導法Ⅰ（1） 

総合的な学習の時間の指導法Ⅱ（1） 

特別活動の理論と実践（1） 

各教科の指導法（教科により異なる） 

３年次 特別支援教育（1）    

教育課程編成論（1） 

教育の方法と技術（1） 

生徒指導（1） 

教育相談の基礎（1） 

教育相談の実際（1） 

進路指導・キャリア教育（1） 

各教科の指導法（教科により異なる） 

４年次 教育実習（5）    

教職実践演習（2） 

（注）１． 科目名後の( )は、単位数を示す。 

２． ※1は３科目の中から，２科目選択必修とする。 

３． ※2は、中学校教諭免許状取得をする場合必修となる。 

４． 特別支援学校教諭免許状取得希望者は、上記に加え、「特別支援教育に関する科目」を履修する必要がある。「特別

支援教育に関する科目」は、履修要覧・開設授業科目一覧を参照し、各科目の標準履修年次に従って履修する。  

履
修
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望
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る
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と
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を
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え
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た
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を
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て
る
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ま
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大
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自
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」と
し
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教科に関する専門的事項

（中・高：20単位） 



【養護教諭一種】 

 

  科目 

 

年次 

①養護に関する科目（28単位） 

②教育の基礎的理解に関する科目（10単位） 

③道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目（10単位） 

④教育実践に関する科目（中・高：7単位） 

⑤大学が独自に設定する

科目（7単位） 

⑥その他の科目 

（8単位） 

１年次 現代教育と教育理念（1） 

教育史概論（1） 

  体育（１） 

外国語（2） 

情報（2） 教職論Ⅰ（1） 

教職論Ⅱ（1） 

教育社会学概論（1） 

教育の法と制度（1）   ※1 

学校経営概説（1） 

２年次 教育心理学（2）   体育（１） 

日本国憲法（2） 

 

道徳教育Ⅰ（1） 

道徳教育Ⅱ（1） 

総合的な学習の時間の指導法Ⅰ（1） 

総合的な学習の時間の指導法Ⅱ（1） 

特別活動の理論と実践（1） 

３年次 特別支援教育（1）    

教育課程編成論（1） 

教育の方法と技術（1） 

生徒指導（1） 

教育相談（1） 

４年次 養護実習（5）    

教職実践演習（養護教諭）（2） 

 

（注）１． 科目名後の( )は、単位数を示す。 

２． ※1は３科目の中から，２科目選択必修とする。 
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一
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専
門
的
事
項
に
対
応
す
る
開
設
授
業
科
目
一
覧
」
の

看
護
学
類
の
頁
を
参
照
し
、
養
護
に
関
す
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養護に関する専門的事項

（20単位） 
①
～
④
の
科
目
の
最
低
修
得
単
位
を
超
え
て
修
得
し
た
単
位
を
あ
て
る
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す
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し
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す
る
。 



【小学校教諭一種】 

 

  科目 

 

年次 

①教科及び教科の指導法に関

する科目（30単位） 

 

②教育の基礎的理解に関する科目

（10単位） 

③道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目（10単位） 

④教育実践に関する科目（7単位） 

⑤大学が独自に設定 

する科目（2単位） 

⑥その他の科目 

（8単位） 

１年次  教職論（2）※ 

教育心理学（1）※ 

教育基礎論（2） 

学校の経営・制度・社会（2） 

 体育（1） 

外国語（2） 

情報（2） 

２年次 初等国語（1） 

初等社会（1） 

初等算数（1） 

初等理科（1） 

初等生活（1） 

初等音楽（1） 

初等図画工作（1） 

初等家庭（1） 

初等体育（1） 

初等外国語(1) 

初等教科教育法（国語）（2） 

初等教科教育法（社会）（2） 

初等教科教育法（生活）（2） 

初等教科教育法（音楽）（2） 

初等教科教育法（図画工作）（2） 

初等教科教育法（家庭）（2） 

初等教科教育法（体育）（2） 

初等教科教育法(外国語)(2) 

教育課程論（2） 

初等道徳教育論（2） 

学習指導論（2） 

 

 体育（1） 

日本国憲法（2） 

 

３年次 初等教科教育法（算数）（2） 

初等教科教育法（理科）（2） 

 

初等特別支援教育（1） 

初等総合的な学習の時間の指導法(1)  

初等特別活動論（1） 

生徒・進路指導論（2）※ 

教育相談論（2）※ 

教育実習（小学校）（5） 

  

４年次  教職実践演習（小）（2）※   

（注）１． 科目名後の( )は、単位数を示す。 

    ２． ※印の科目は、初等用の科目を履修すること。 

３． 上記科目に加え、教育学類が年3回行うガイダンスを必ず受ける必要がある（詳細は別途掲示）。 

また、第1年次に事前指導としての教職科目「介護等体験の意義」を修得した上で、介護等体験を行う。 

  

小
学
校
教
諭
一
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免
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ラ
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【各種手続き】中学校・高等学校・養護教諭共通 

 教育実習（5単位） 

（中・高・養護） 

教職実践演習（2単位） 

（中・高・養護） 

介護等体験 

※小・中学校免許取得希望者のみ 

その他手続き 

１年次    

 

 

4月 教職ガイダンス 

  履修登録票Ⅰ提出 

  履修カルテ受領 

2月 介護等体験の意義 

２年次    5月 履修カルテ提出 

   →確認後返却 

３年次  

 

  4月 履修登録票Ⅱ提出 

5月 履修カルテ提出 

   →確認後返却 

6月 特例措置（母校等）申請  

7月 特例措置許可者発表 

教育実習申込書配付 

10月 予備選考会 

    教育実習申込書提出 

2月 実習校 正式決定 

   実習関係資料配布・提出 

   健康診断 

3月 事前指導 

４年次 4月 実習校オリエンテーション

（実習校別） 

 

 

 

  

 

5～6月 教育実習（1期） 5月 履修カルテ提出 

   →確認後返却 

6～7月 事後指導  

9～10月 教育実習（2期） 9月末 教職実践演習 

10月 事後指導 10～12月 学校現場訪

問（期間内1日、学校

別） 

11月  免許状一括申請

関係書類提出  

1月 レポート・学校現

場訪問出席確認書提

出 

 

 

 

 3月 免許状交付 

（注）１．小学校教諭一種（教育学類開設）および特別支援学校教諭（障害科学類開設）については、実習や各種手続きの時期

が異なるため、掲示等にて別途周知を行う。 

２．３・４年次は提出物等が特に多くなるため、掲示に十分注意すること。教職に関する掲示は Web 掲示板の『資格取得』の

項目に逐次掲載する。 

介
護
等
体
験
の
実
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（ 

４
年
次
の
十
月
ま
で
に 

） 

・附
属
特
別
支
援
学
校
（ 

二
日
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） 

・社
会
福
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施
設
（ 

五
日
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） 
事
前
に「
介
護
等
体
験
の
意
義
」を
受
講
し
て
い
る
こ
と
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体
験
の
申
込
み
方
法
に
関
し
て
は
、
別
途
掲
示
に
て
周
知
す
る
。 

 



 
 

平成３０年度以前入学者対象 
 
【中・高等学校教諭一種】 

 

  科目 

 

年次 

①教職に関する科目 

（中：31単位、高：26単位） 

②教科に関する科目 

（20単位） 

③教科又は教職に 

関する科目 

（中：8単位、高：16単位） 

④その他の科目 

（10単位） 

１年次 教職論Ⅰ（1） 

教職論Ⅱ（1） 

（もしくは教職論（2）） 

  体育（2） 

外国語（2） 

情報（2） 

 

 

教育心理学Ⅰ（1） 

教育心理学Ⅱ（1） 

教育心理学Ⅲ（1） 

教育基礎論（2）※1 

学校の経営・制度・社会（2）※1 

２年次 教育基礎学Ⅰ（1） 

教育基礎学Ⅱ（1） 

教育基礎学Ⅲ（1） 

  日本国憲法（2） 

哲学通論 AⅠ～ 

DⅡ（2） 

 道徳教育Ⅰ（1） 

道徳教育Ⅱ（1） 

特別活動（1） 

教科別指導法（教科により異なる） 

３年次 教育内容・方法論Ⅰ（1） 

教育内容・方法論Ⅱ（1）※2 

   

障害児指導法（1） 

生徒指導・教育相談Ⅰ（1） 

生徒指導・教育相談Ⅱ（1） 

生徒指導・教育相談Ⅲ（1） 

進路指導（1） 

教科別指導法（教科により異なる） 

４年次 教育実習（5）    

教職実践演習（2） 

（注）１． 科目名後の( )は、単位数を示す。 

２． ※1の科目は人間学群の学生に限る。 

３． ※2は、中学校教諭免許状取得をする場合必修となる。 

４． 特別支援学校教諭免許状取得希望者は、上記に加え、「特別支援教育に関する科目」を履修する必要がある。「特別

支援教育に関する科目」は、履修要覧・開設授業科目一覧を参照し、各科目の標準履修年次に従って履修する。  

履
修
科
目
は
、
取
得
希
望
の
教
科
に
よ
り
異
な
る
。 

教
科
ご
と
の
履
修
科
目
は
、「
教
科
に
関
す
る
科
目
に
対
応
す
る
開
設
授
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科
目
一
覧
」を
参
照
し
、
各
科
目
の
標
準
履
修
年
次
に 

従
っ
て
履
修
す
る
。 

「
教
職
に
関
す
る
科
目
」及
び
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」の
最
低
修
得
単
位
を
超
え
て
修
得
し
た
単
位
を
あ
て
る
。 

ま
た
は
、「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」と
し
て
指
定
さ
れ
た
科
目
か
ら
標
準
履
修
年
次
に
従
っ
て
履
修
す
る
。 

※2 



【養護教諭一種】 

 

  科目 

 

年次 

①教職に関する科目 

（養護：24単位） 

②養護に関する科目 

（28単位） 

③養護又は教職に 

関する科目 

（養護：7単位） 

④その他の科目 

（10単位） 

１年次 教職論Ⅰ（1） 

教職論Ⅱ（1） 

（もしくは教職論（2）） 

  体育（2） 

外国語（2） 

情報（2） 

教育心理学（2） 

２年次 教育基礎学Ⅰ（1） 

教育基礎学Ⅱ（1） 

教育基礎学Ⅲ（1） 

  日本国憲法（2） 

哲学通論 AⅠ～ 

DⅡ（2） 

 道徳教育Ⅰ（1） 

道徳教育Ⅱ（1） 

特別活動（1） 

教育相談（1） 

３年次 教育内容・方法論Ⅰ（1） 

教育内容・方法論Ⅱ（1） 

   

障害児指導法（1） 

生徒指導・教育相談Ⅰ（1） 

生徒指導・教育相談Ⅱ（1） 

生徒指導・教育相談Ⅲ（1） 

４年次 養護実習（5）    

教職実践演習（養護教諭）（2） 

（注） 科目名後の( )は、単位数を示す。 

  

「
教
科
に
関
す
る
科
目
に
対
応
す
る
開
設
授
業
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目
一
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し
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養
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す
る
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修
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に
従
っ
て
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修
す
る
。 

「
教
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に
関
す
る
科
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び
「
養
護
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す
る
科
目
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低
修
得
単
位
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え
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修
得
し
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単
位
を
あ
て
る
。 

ま
た
は
、「
養
護
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」と
し
て
指
定
さ
れ
た
科
目
か
ら
標
準
履
修
年
次
に 

従
っ
て
履
修
す
る
。 



【小学校教諭一種】 

 

  科目 

 

年次 

①教職に関する科目 

（46単位） 

②教科に関する科目 

（9単位） 

③教科又は教職に 

関する科目（10単位） 

④その他の科目 

（12.5単位） 

１年次 教職論（2）※ 

教育心理学（3）※ 

教育基礎論（2） 

学校の経営・制度・社会（2） 

  基礎体育（1） 

外国語（4.5） 

情報（2） 

２年次 教育課程論（2） 

初等教科教育法（国語）（2） 

初等教科教育法（社会）（2） 

初等教科教育法（生活）（2） 

初等教科教育法（音楽）（2） 

初等教科教育法（図画工作）（2） 

初等教科教育法（家庭）（2） 

初等教科教育法（体育）（2） 

初等道徳教育論（2） 

学習指導論（2） 

初等国語（1） 

初等社会（1） 

初等算数（1） 

初等理科（1） 

初等生活（1） 

初等音楽（1） 

初等図画工作（1） 

初等家庭（1） 

初等体育（1） 

初等外国語活動（1） 応用体育（1） 

日本国憲法（2） 

哲学通論 AⅠ～DⅡ

（2） 

 

３年次 初等教科教育法（算数）（2） 

初等教科教育法（理科）（2） 

初等特別活動論（2） 

生徒・進路指導論（2）※ 

教育相談論（2）※ 

教育実習（小学校）（5） 

   

４年次 教職実践演習（小）（2）※    

（注）１． 科目名後の( )は、単位数を示す。 

    ２． ※印の科目は、初等用（教育学類開設）の科目を履修すること。 

３． 上記科目に加え、教育学類が年3回行うガイダンスを必ず受ける必要がある（詳細は別途掲示）。 

     また、第 1 年次に事前指導としての教職科目「介護等体験の意義」を修得した上で、介護等体験を行う。 

 

 

 

「
必
修
で
あ
る
「
初
等
外
国
語
活
動
」
に
加
え
、「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」 

の
必
修
科
目
以
外
の
修
得
単
位
数
を
合
わ
せ
て
十
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。 

(

人
間
学
群
教
育
学
類
開
設) 

児
童
文
学
論
（2）
・数
学
教
育
論
（2）
・科
学
教
育
論
（2）
・教
育
臨
床
学
（2） 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
演
習
（2）
・環
境
教
育
論
（2） 

 


